
(57)【要約】

【課題】

本発明の第１の目的は、回転ディスクと一体的に形成さ

れたコインを送り出す押進部の摩耗を実質的に防止する

ことである。

　本発明の第２の目的は、樹脂製回転ディスクに適した

実質的に摩耗しない押進部を提供することである。

【解決手段】

  この目的を達成するため、コインの保留ボウル、前記

保留ボウルの底部に位置しコインを押す押進部を有する

回転ディスクを有するコインホッパにおいて、前記押進

部がローラであるコインホッパの回転ディスクである。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
コ イ ン (C)の 保 留 ボ ウ ル (104)、 前 記 保 留 ボ ウ ル の 底 部 に 位 置 し コ イ ン を 押 す 押 進 部 (136)
を 有 す る 回 転 デ ィ ス ク (116)を 有 す る コ イ ン ホ ッ パ に お い て 、 前 記 押 進 部 が 押 進 ロ ー ラ (14
6)で あ る コ イ ン ホ ッ パ の 回 転 デ ィ ス ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ロ ー ラ は 、 前 記 回 転 デ ィ ス ク の 回 転 軸 心 に 対 し 平 行 に 前 記 回 転 デ ィ ス ク に 固 定 さ れ
た 大 径 頭 部 (162)を 有 す る ブ ッ シ ュ (160)、 そ の 大 径 頭 部 に 回 転 自 在 に 嵌 め あ わ さ れ た リ ン
グ 状 の ロ ー ラ (150)を 含 む 請 求 項 １ の コ イ ン ホ ッ パ の 回 転 デ ィ ス ク 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ロ ー ラ が 、 回 転 後 位 側 の コ イ ン 通 孔 (130)と 、 回 転 デ ィ ス ク の 外 周 縁 と 、 押 進 部 の 線 (
176)に 内 接 す る 直 径 を 有 す る 請 求 項 ２ の コ イ ン ホ ッ パ の 回 転 デ ィ ス ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 コ イ ン ホ ッ パ に 用 い る 回 転 デ ィ ス ク に 設 け た コ イ ン を 出 口 か ら 押 し 出 す 押 進
部 の 改 良 に 関 す る 。
詳 し く は 、 耐 久 性 を 高 め た 押 進 部 を 有 す る 回 転 デ ィ ス ク に 関 す る 。
さ ら に 詳 し く は 、 押 進 部 を ロ ー ラ で 構 成 し た 回 転 デ ィ ス ク に 関 す る 。
な お 、 本 明 細 書 で 使 用 す る 「 コ イ ン 」 は 、 通 貨 で あ る コ イ ン 、 ゲ ー ム 機 等 に 使 わ れ る ト ー
ク ン 等 を 包 含 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 回 転 デ ィ ス ク か ら 一 個 ず つ 送 り 出 さ れ た コ イ ン を 回 転 す る ス ク レ ー パ に よ っ て 垂 直 上 方
に 伸 び る エ ス カ レ ー タ に よ っ て 上 方 に 案 内 す る 装 置 が 第 １ の 従 来 技 術 と し て 知 ら れ て い る
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
　 一 方 、 コ イ ン が 回 転 デ ィ ス ク の 押 進 部 に よ っ て 押 し 進 め ら れ 、 そ の 回 転 デ ィ ス ク の 下 方
の コ イ ン の 進 行 経 路 に 配 置 し た コ イ ン ガ イ ド に よ っ て そ の 回 転 デ ィ ス ク の 周 方 向 に 案 内 さ
れ 、 コ イ ン を 一 枚 ず つ 払 い 出 す コ イ ン ホ ッ パ が 第 ２ の 従 来 技 術 と し て 知 ら れ て い る 。
　 通 常 こ の 押 進 部 は 回 転 デ ィ ス ク と 一 体 に 樹 脂 で 成 形 さ れ る 。
　 樹 脂 成 形 さ れ た 押 進 部 は 、 コ イ ン と の 摺 接 に よ る 摩 耗 を 防 止 す る た め 、 最 も 摩 耗 す る 部
位 に 固 定 金 属 ピ ン を 配 置 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
　 ま た 、 押 進 部 を 有 す る 回 転 デ ィ ス ク を 金 属 で 製 造 す る こ と も 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ ― ９ ４ ５ ７ ５ 号 （ 図 1― 2、 3頁 ― 4頁 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ３ ０ ２ ６ ８ ０ ６ 号 （ 図 14― 18、 4頁 ― 5頁 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
第 １ の 従 来 技 術 に お い て 、 装 置 を 小 型 化 す る た め ス ク レ ー パ を 使 わ ず に コ イ ン を 区 分 け し
て 送 り 出 す 回 転 デ ィ ス ク の 押 進 部 に よ っ て 直 接 エ ス カ レ ー タ に 送 り 出 す こ と が 試 み ら れ て
い る 。
こ の 場 合 、 エ ス カ レ ー タ は 湾 曲 部 及 び ほ ぼ 垂 直 に 伸 び る 部 位 を 有 す る た め 、 湾 曲 部 に よ る
コ イ ン の 進 行 抵 抗 及 び コ イ ン の 重 量 が 押 進 部 に 加 わ る 。
そ の た め 、 押 進 部 と コ イ ン と の 接 触 圧 力 が 高 ま り 、 鉄 系 焼 結 品 の 回 転 デ ィ ス ク を 使 用 し て
も 摩 耗 す る と い う 問 題 が あ る 。
押 進 部 が 摩 耗 し た 場 合 、 押 進 部 に よ る コ イ ン の 押 進 方 向 が 変 化 す る た め 、 コ イ ン の 送 り 出
し が 好 適 に 行 わ れ な い と い う 問 題 が あ る 。
こ の 解 決 の た め 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ る よ う に 、 押 進 部 の 摩 耗 す る 部 位 に 耐 摩 耗 性 を 有
す る 別 部 材 を 配 置 す る こ と が で き る 。
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し か し 、 こ の 構 造 に お い て も 、 コ イ ン と 押 進 部 と の 摺 接 関 係 は 変 わ ら な い た め 、 長 寿 命 化
の メ リ ッ ト は あ る が 、 摩 耗 を 解 消 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 第 １ の 目 的 は 、 回 転 デ ィ ス ク に 一 体 的 に 設 け ら れ 、 か つ 、 コ イ ン を 送 り 出 す 押 進
部 の 摩 耗 を 実 質 的 に 防 止 す る こ と で あ る 。
　 本 発 明 の 第 ２ の 目 的 は 、 樹 脂 製 回 転 デ ィ ス ク に 適 し た 実 質 的 に 摩 耗 し な い 押 進 部 を 提 供
す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
  こ の 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ の 発 明 に か か る コ イ ン ホ ッ パ の 回 転 デ ィ ス ク は 次 の
よ う に 構 成 さ れ て い る 。
コ イ ン の 保 留 ボ ウ ル 、 前 記 保 留 ボ ウ ル の 底 部 に 位 置 し コ イ ン を 押 す 押 進 部 を 有 す る 回 転 デ
ィ ス ク を 有 す る コ イ ン ホ ッ パ に お い て 、 前 記 押 進 部 が 押 進 ロ ー ラ で あ る コ イ ン ホ ッ パ の 回
転 デ ィ ス ク で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 構 成 に お い て 、 コ イ ン は 押 進 部 で あ る 押 進 ロ ー ラ に よ っ て 、 押 し 出 さ れ る 。
す な わ ち 、 コ イ ン と 押 進 部 と の 間 の 摩 擦 力 よ り も 押 進 ロ ー ラ の 軸 受 部 の 摩 擦 力 の 方 が 小 さ
い た め 、 コ イ ン の 移 動 に つ れ て 押 進 ロ ー ラ が 回 る 。
こ れ に よ り 、 コ イ ン と 押 進 部 と は 実 質 的 に 滑 り 接 触 し な い 。
し た が っ て 、 押 進 ロ ー ラ 、 換 言 す れ ば 、 押 進 部 は 実 質 的 に 摩 耗 し な い と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 押 進 ロ ー ラ は 、 前 記 回 転 デ ィ ス ク の
回 転 軸 心 に 対 し 平 行 に 前 記 回 転 デ ィ ス ク に 固 定 さ れ 、 か つ 、 大 径 頭 部 を 有 す る ブ ッ シ ュ 、
そ の 大 径 頭 部 に 回 転 自 在 に 嵌 め あ わ さ れ た リ ン グ 状 の ロ ー ラ を 含 ん で い る 。
こ の 構 成 に お い て 、 ロ ー ラ は ブ ッ シ ュ の 大 径 頭 部 に よ っ て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
こ の 大 径 頭 部 は 、 ロ ー ラ の ス ト ッ パ と 軸 受 を 兼 用 し て お り 、 ロ ー ラ は 大 径 頭 部 の 周 面 に よ
っ て 面 で 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
換 言 す れ ば 、 大 径 頭 部 に よ っ て ロ ー ラ を 所 定 位 置 に 保 持 す る た め 、 回 転 デ ィ ス ク の 裏 面 と
ス ラ イ ド ベ ー ス と の 間 と い う 、 実 質 コ イ ン 厚 み 以 下 の 厚 み で ロ ー ラ を 回 転 自 在 に 支 持 す る
こ と が 可 能 で あ る 。
さ ら に 、 コ イ ン か ら ロ ー ラ に 加 わ る 力 は 大 径 頭 部 の 周 面 に よ っ て 分 散 し て 受 け ら れ る か ら
、 単 位 面 積 当 た り の 接 触 圧 が 低 下 す る た め 、 そ れ ら の 間 の 摩 耗 は 実 質 的 に 発 生 し な い と い
う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 ロ ー ラ が 、 回 転 後 位 側 の コ イ ン 通 孔 と
、 回 転 デ ィ ス ク の 外 周 縁 と 、 押 進 部 の 線 に 内 接 す る 直 径 を 有 し て い る 。
こ の 構 成 に お い て 、 押 進 部 と し て の ロ ー ラ の 直 径 が 最 も 大 き く す る こ と が で き る 。
ロ ー ラ の 直 径 が 大 き い ほ ど ブ ッ シ ュ と ロ ー ラ と の 間 の 面 圧 が 小 さ く な る た め 、 さ ら に 実 質
的 な 摩 耗 を 少 な く で き る 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 コ イ ン の 保 留 ボ ウ ル 、 前 記 保 留 ボ ウ ル の 底 部 に 位 置 し コ イ ン を 押 す 押 進 部 を 有 す る 回 転
デ ィ ス ク を 有 す る コ イ ン ホ ッ パ に お い て 、 前 記 押 進 部 が 押 進 ロ ー ラ で あ り 、 前 記 押 進 ロ ー
ラ は 前 記 回 転 デ ィ ス ク の 回 転 軸 心 に 対 し 平 行 に 前 記 回 転 デ ィ ス ク に 固 定 さ れ 、 か つ 、 大 径
頭 部 を 有 す る ブ ッ シ ュ 、 そ の 大 径 頭 部 に 回 転 自 在 に 嵌 め あ わ さ れ た リ ン グ 状 の ロ ー ラ を 含
ん で い る コ イ ン ホ ッ パ の 回 転 デ ィ ス ク で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 の 回 転 デ ィ ス ク を 装 着 し た コ イ ン ホ ッ パ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
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図 ２ は 本 発 明 の 実 施 例 １ の 回 転 デ ィ ス ク を 装 着 し た (保 留 ボ ウ ル を 取 り 除 い た )コ イ ン ホ ッ
パ の 部 分 平 面 図 で あ る 。
図 ３ は 、 実 施 例 １ の 回 転 デ ィ ス ク の 裏 面 図 、 斜 視 図 及 び 裏 面 斜 視 図 で あ る 。
図 ４ は 、 図 ２ に お け る Ａ ― Ａ 線 断 面 図 及 び 部 分 拡 大 図 で あ る 。
図 ５ は 、 実 施 例 ２ の 回 転 デ ィ ス ク の 裏 面 図 、 斜 視 図 及 び 裏 面 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ を 参 照 し て コ イ ン ホ ッ パ 100の 構 造 を 説 明 す る 。
　 コ イ ン ホ ッ パ 100は フ レ ー ム 102と 、 フ レ ー ム 102に 固 定 さ れ 、 か つ 、 コ イ ン Cを 貯 留 す る
筒 形 の 保 留 ボ ウ ル 104と 、 保 留 ボ ウ ル 104の 下 方 に 配 置 さ れ た コ イ ン Cの 送 り 出 し 用 の 送 り
出 し 部 106を 有 す る 。
　 コ イ ン 案 内 装 置 108は 、 送 り 出 し 部 106か ら デ ィ ス ク Cを 受 け 入 れ る 傾 斜 部 110、 傾 斜 部 11
0に 接 続 し 、 垂 直 上 方 へ 方 向 を 変 え る 湾 曲 部 112と 、 湾 曲 部 112に 接 続 し 、 垂 直 上 方 へ 延 び
る 直 線 部 114と を 有 す る 。
 送 り 出 し 部 106に よ り 送 り 出 さ れ た コ イ ン Cは 、 順 次 送 り 出 さ れ る コ イ ン Cに よ っ て 押 さ れ
て 傾 斜 部 110、 湾 曲 部 112及 び 直 線 部 114の 順 に 案 内 さ れ 、 直 線 部 114の 先 端 か ら 払 い 出 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 図 ２ を 参 照 し て 送 り 出 し 部 106を 説 明 す る 。
　 送 り 出 し 部 106は 、 保 留 ボ ウ ル 104の 底 部 に 位 置 す る 回 転 デ ィ ス ク 116、 ス ラ イ ド ベ ー ス 1
18、 第 １ ガ イ ド ピ ン 120、 第 ２ ガ イ ド ピ ン 122、 ガ イ ド ロ ー ラ 124及 び 規 制 ロ ー ラ 126を 含 ん
で い る 。
　 ス ラ イ ド ベ ー ス 118は 、 回 転 デ ィ ス ク 116の す ぐ 下 方 に 位 置 し 、 か つ 、 コ イ ン Cが ス ラ イ
ド す る 。
　 第 １ ガ イ ド ピ ン 120及 び 第 ２ ガ イ ド ピ ン 122は 、 ス ラ イ ド ベ ー ス 118か ら 回 転 デ ィ ス ク 116
に 向 か っ て 突 出 し 、 コ イ ン Cを 出 口 128へ 案 内 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ガ イ ド ロ ー ラ 124は 、 回 転 デ ィ ス ク 116の 直 近 側 方 に 固 定 配 置 さ れ た 回 転 可 能 な ロ ー ラ で あ
り 、 第 ２ ガ イ ド ピ ン 122に よ っ て 案 内 さ れ た コ イ ン Cを ガ イ ド す る 。
規 制 ロ ー ラ 126は 、 ガ イ ド ロ ー ラ 124に 対 し 接 近 及 び 離 れ る 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。
換 言 す れ ば 、 ガ イ ド ロ ー ラ 124は 、 付 勢 手 段 、 例 え ば ス プ リ ン グ に よ っ て ガ イ ド ロ ー ラ 124
に 近 づ く よ う 付 勢 さ れ て い る 。
ガ イ ド ロ ー ラ 124と 規 制 ロ ー ラ 126と の 間 を 通 過 し た コ イ ン Ｃ は 、 図 示 し な い ガ イ ド に よ り
コ イ ン 案 内 装 置 108に 案 内 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 回 転 デ ィ ス ク 116を 主 に 図 3を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 回 転 デ ィ ス ク 116は 、 円 板 状 で あ り 、 そ の 回 転 中 心 を 中 心 と す る 同 一 円 上 に 等 間 隔 で コ
イ ン Ｃ が 通 過 す る 通 孔 130が 形 成 さ れ て い る 。
　 こ の 回 転 デ ィ ス ク 116は 、 軽 量 化 の た め 、 樹 脂 で 成 型 さ れ て い る が 、 所 定 の 強 度 を 確 保
す る た め 、 平 板 状 の 金 属 プ レ ー ト 132が 回 転 デ ィ ス ク 116の 厚 み 方 向 中 間 に サ ン ド イ ッ チ 状
に イ ン サ ー ト さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 金 属 プ レ ー ト 132の 通 孔 130を 形 成 す る 円 形 エ ッ ジ は 、 下 向 き に 凸 に 形 成 さ れ 、 リ ン
グ 状 フ ラ ン ジ 133を 形 成 し 、 薄 板 に も 関 わ ら ず 強 度 向 上 と 通 孔 130の 摩 耗 を 防 止 し て い る 。
　 通 孔 130の 間 は リ ブ 134に よ り 接 続 さ れ て い る 。
　 リ ブ 134の 下 面 に は 、 コ イ ン Cの 押 進 部 136が 回 転 デ ィ ス ク 116の 周 方 向 か つ 回 転 方 向 後 位
側 に 後 退 す る よ う 回 転 デ ィ ス ク 116の 中 心 か ら イ ン ボ リ ュ ー ト 曲 線 状 に 伸 び て い る 。
　 換 言 す れ ば 、 押 進 部 136は 各 通 孔 130に 相 対 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 回 転 デ ィ ス ク 116の 下 面 の 中 心 に は コ イ ン Cの 厚 み よ り 僅 か に 厚 い 中 心 部 138が 形 成
さ れ て い る 。
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中 心 部 138か ら 所 定 距 離 離 れ て 中 心 部 138と 同 じ 厚 さ で あ り 、 か つ 、 図 3に 示 す よ う に 矩 形
状 の 第 １ 押 進 部 140が 形 成 さ れ て い る 。
中 心 部 138と 第 １ 押 進 部 140と の 間 が 第 １ 溝 142で あ り 、 回 転 デ ィ ス ク 116の 中 心 を 中 心 と し
て 弧 状 に 形 成 さ れ 、 第 １ ガ イ ド ピ ン 120の 先 端 が 位 置 可 能 が 位 置 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 １ 押 進 部 140よ り も 回 転 デ ィ ス ク 116の 周 側 に 第 ２ ガ イ ド ピ ン 122が 位 置 可 能 な 第 ２ 溝 144
が 形 成 さ れ て い る 。
第 ２ 溝 144は 、 第 １ 押 進 部 140と 押 進 ロ ー ラ 146と の 間 に 形 成 さ れ る 。
押 進 ロ ー ラ 146は 、 回 転 デ ィ ス ク 116の 回 転 軸 線 と 平 行 な 回 転 軸 線 を 有 す る 回 転 自 在 な ロ ー
ラ 150で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ロ ー ラ 150は 、 コ イ ン Cと 接 触 し て 回 転 す る 機 能 を 有 し て い れ ば 構 造 は 問 わ な い 。 　
し か し 、 回 転 デ ィ ス ク 116の 直 径 は 約 80ミ リ で あ り 、 ま た 、 リ ブ 134の 下 面 に 取 り 付 け ら れ
る ロ ー ラ 150は 最 大 で も 約 10ミ リ で あ る の で 、 耐 久 性 を 有 す る ロ ー ラ を 安 価 に 構 成 す る に
は 、 実 施 例 に 示 す 構 造 が 適 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ロ ー ラ 150は 、 シ リ ン ダ 状 の ロ ー ラ 部 154と そ の 端 面 の フ ラ ン ジ 部 156を 有 し 、 フ ラ ン ジ 部 1
56に は ブ ッ シ ュ 孔 158が 形 成 さ れ て い る 。
ロ ー ラ 150は 、 機 械 的 強 度 に 優 れ 、 か つ 、 金 属 と の 摩 擦 係 数 が 低 い ポ リ ア セ タ ー ル 樹 脂 （ P
OM） に よ り 一 体 成 型 し た 場 合 、 円 滑 な 回 転 が 可 能 で あ り 、 か つ 、 安 価 で あ り 好 ま し い 。
ブ ッ シ ュ 160は 、 大 径 頭 部 162と 小 径 部 166を 有 し 、 錆 び に よ る 摩 擦 係 数 増 を 防 止 す る た め
、 錆 び な い ス テ ン レ ス 材 で 作 る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ４ (B)に 示 す よ う に 、 ブ ッ シ ュ 160は 、 回 転 デ ィ ス ク 116(金 属 プ レ ー ト )を 上 下 方 向 に 貫
通 す る 取 付 孔 164に 回 転 デ ィ ス ク 116の 下 面 側 か ら 小 径 部 166を 挿 入 し 、 そ の 先 端 を 取 付 穴 1
64内 の 段 部 168に あ て が う と 共 に 、 回 転 デ ィ ス ク 116の 上 面 側 か ら 皿 小 ネ ジ 170を 挿 入 し 、
ブ ッ シ ュ 160の 内 孔 172の ネ ジ 部 に ね じ 込 む こ と に よ り 、 回 転 デ ィ ス ク 116に 固 定 さ れ て い
る 。
こ の 状 態 に お い て 、 大 径 頭 部 162の 下 端 面 は 、 ス ラ イ ド ベ ー ス 118に 対 し １ ミ リ 以 下 の 隙 間
を も っ て 相 対 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ネ ジ 170は 、 コ イ ン Cと の 接 触 に よ る 緩 み を 防 止 す る た め 、 回 転 デ ィ ス ク 116の 上 面 に 突 出
し な い 皿 ネ ジ を 用 い る こ と が 好 ま し い が 、 ロ ッ ク 手 段 を 追 加 す る こ と に よ り 、 回 転 デ ィ ス
ク 116の 上 面 に 突 出 す る ネ ジ を 用 い る こ と が で き る 。
回 転 デ ィ ス ク 116の 上 面 に 突 出 す る ネ ジ は 、 コ イ ン Cの 攪 拌 効 果 を 有 す る の で 好 ま し い 。
回 転 デ ィ ス ク 116が 金 属 で 作 ら れ て い る 場 合 、 ブ ッ シ ュ 160は か し め に よ り 固 定 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 状 態 に お い て 、 ロ ー ラ 150の フ ラ ン ジ 部 156は 大 径 頭 部 162の 上 面 と 回 転 デ ィ ス ク 116の
裏 面 と の 間 に 挟 ま れ 、 そ の 上 下 方 向 の 位 置 が 規 制 さ れ る 。
す な わ ち 、 ブ ッ シ ュ 160の 大 径 頭 部 162及 び ロ ー ラ 150の 下 端 と が 面 一 に な る 。
こ の 構 成 に お い て 、 ネ ジ 170が 緩 ん で ブ ッ シ ュ 160が 落 下 し た 場 合 、 ブ ッ シ ュ 160の 大 径 頭
部 162の 端 面 は ス ラ イ ド ベ ー ス 118に よ っ て 支 え ら れ 、 小 径 部 166は 、 取 付 孔 164内 に 位 置 し
て い る 。
こ の た め 、 ブ ッ シ ュ 160は 回 転 デ ィ ス ク 116と 一 体 に 回 転 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 ロ ー ラ 150は 、 ブ ッ シ ュ 160に 支 え ら れ て 回 転 可 能 で あ る 。
し た が っ て 、 通 常 状 態 と 同 様 に コ イ ン Cを 払 い 出 す こ と が で き る 。
さ ら に 、 大 径 頭 部 162の 外 周 面 は ロ ー ラ 150の ロ ー ラ 部 154内 周 面 と が が た つ か な い よ う は
ま り 合 い 、 ほ ぼ 面 接 触 で ロ ー ラ 150を 軸 受 け す る 。
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し た が っ て 、 ロ ー ラ 150は 、 ブ ッ シ ュ 160の 大 径 頭 部 162に ほ ぼ 面 接 触 で 受 け ら れ 、 か つ 、
金 属 と の 摩 擦 係 数 が 小 さ い ポ リ ア セ タ ー ル 樹 脂 で あ る の で 、 コ イ ン Ｃ と の 接 触 に よ っ て 回
転 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ロ ー ラ 150に 隣 接 し 、 か つ 、 回 転 デ ィ ス ク 116の 周 縁 側 に 第 ２ 押 進 部 174が 形 成 さ れ て い る
。
第 ２ 押 進 部 174の 突 出 量 は 、 第 １ 押 進 部 140と 同 一 で あ る 。
第 １ 押 進 部 140、 ロ ー ラ 150及 び 第 ２ 押 進 部 174の 回 転 方 向 前 位 側 の 面 は 、 回 転 デ ィ ス ク 116
の 回 転 方 向 の 下 流 に 向 か っ て 後 退 す る 線 176線 上 又 は そ の 近 傍 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 線 176は 、 コ イ ン Ｃ を 滑 ら か に 回 転 デ ィ ス ク 116の 周 縁 側 に 押 し 進 め る た め 、 イ ン ボ リ
ュ ー ト 曲 線 が 好 ま し い 。
し か し 、 線 176は 、 回 転 デ ィ ス ク 116の 周 縁 側 ほ ど 回 転 方 向 の 後 位 側 に 位 置 す る 関 係 で あ れ
ば イ ン ボ リ ュ ー ト 曲 線 で 無 く と も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ロ ー ラ 150は 、 耐 久 性 を 向 上 す る た め 、 可 及 的 に 大 径 で あ る こ と が 好 ま し い 。
そ の た め 、 本 実 施 例 １ の ロ ー ラ 150は 図 3(A)に 示 す よ う に 、 回 転 方 向 後 位 の 通 孔 130と 線 17
6に 接 す る 直 径 に 設 定 さ れ て い る 。
す な わ ち 、 回 転 方 向 後 位 の 通 孔 130に 落 下 す る コ イ ン Cを 邪 魔 し な い こ と 、 及 び 、 押 進 部 13
6に よ る 円 滑 な コ イ ン Cの 押 し 進 め を 両 立 す る た め で あ る 。
し た が っ て 、 本 実 施 例 に お い て 押 進 部 136は 、 第 １ 押 進 部 140、 押 進 ロ ー ラ 146及 び 第 ２ 押
進 部 174に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
回 転 デ ィ ス ク 116の 軸 心 部 に は 上 下 方 向 に 貫 通 す る Ｄ 形 に 形 成 さ れ た 軸 孔 176が 設 け ら れ て
い る 。
電 気 モ ー タ (図 示 せ ず )に よ っ て 回 転 さ れ 、 か つ 、 ス ラ イ ド ベ ー ス 118の 裏 面 に 固 定 さ れ た
減 速 機 (図 示 せ ず )の 出 力 軸 (図 示 せ ず )が 、 軸 孔 176に 挿 入 さ れ 、 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に コ イ ン Ｃ を 払 い 出 す 際 の 作 用 を 説 明 す る 。
保 留 ボ ウ ル 104内 に 投 入 さ れ た コ イ ン Cは 、 大 部 分 が 保 留 ボ ウ ル 104の 底 部 に 位 置 す る 回 転
デ ィ ス ク 116上 に 位 置 す る 。
回 転 デ ィ ス ク 116が 回 転 し た 場 合 、 保 留 ボ ウ ル 104内 の コ イ ン Cは 攪 拌 さ れ 、 通 孔 130に 落 下
し 、 ス ラ イ ド ベ ー ス 118上 に 支 持 さ れ る 。
ス ラ イ ド ベ ー ス 118上 に 支 持 さ れ た コ イ ン Cは 、 押 進 部 136、 具 体 的 に は 第 １ 押 進 部 140に よ
り 押 さ れ て 回 転 デ ィ ス ク 116と と も に 図 2に 示 す よ う に 反 時 計 方 向 に 回 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の と き 、 第 １ 押 進 部 140は 、 コ イ ン Ｃ の 周 面 を 押 す 。
コ イ ン Ｃ は そ の 外 向 き 面 か ら 外 周 へ 向 か う 力 を 受 け る の で 、 保 留 ボ ウ ル 104の 下 端 部 の 円
形 内 面 に 案 内 さ れ つ つ 回 転 デ ィ ス ク 116と 共 に 移 動 す る 。
コ イ ン Ｃ が 出 口 128に 相 対 し た 場 合 、 保 留 ボ ウ ル 104の 円 形 内 面 に よ り 案 内 さ れ な い の で 、
前 記 外 周 に 向 か う 力 に よ り 、 出 口 128へ 向 か っ て 押 さ れ る 。
こ れ に よ り 、 コ イ ン Ｃ は 回 転 デ ィ ス ク 116の 周 縁 側 へ 移 動 す る の で 、 押 進 ロ ー ラ 136に も 接
触 し 、 押 さ れ る （ 図 2参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
コ イ ン Ｃ が 出 口 128へ 向 か っ て 移 動 し な い 場 合 、 第 １ ガ イ ド ピ ン 120及 び 第 ２ ガ イ ド ピ ン 12
2に よ っ て 進 行 を 阻 止 さ れ 、 出 口 128へ 案 内 さ れ る 。
コ イ ン Ｃ は 、 出 口 128に お い て ガ イ ド ロ ー ラ 124に 接 触 し た 後 、 さ ら に 押 進 ロ ー ラ 146に よ
っ て 押 さ れ る 。
ガ イ ド ロ ー ラ 136は 固 定 で あ る た め 、 コ イ ン Ｃ は 規 制 ロ ー ラ 126を ガ イ ド ロ ー ラ 124か ら 遠
ざ け る よ う 移 動 さ せ つ つ 回 転 デ ィ ス ク 116の 周 縁 方 向 へ 移 動 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の と き 、 コ イ ン Ｃ は 回 転 デ ィ ス ク 116の 回 転 方 向 に 対 し て ほ ぼ 固 定 で あ る の で 、 押 進 部 1
36は コ イ ン Cを 擦 る よ う に 相 対 移 動 す る 。
換 言 す れ ば 、 押 進 部 136の コ イ ン Cと の 接 触 位 置 は 、 第 １ 押 進 部 140、 押 進 ロ ー ラ 146そ し て
第 ２ 押 進 部 174の 順 に 移 動 す る 。
コ イ ン Cの 押 進 過 程 に お い て 、 押 進 ロ ー ラ 146が 最 も 長 時 間 コ イ ン Cと 接 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
さ ら に 、 コ イ ン Cは 、 規 制 ロ ー ラ 126に 加 え ら れ る ス プ リ ン グ 力 及 び 案 内 装 置 108内 の コ イ
ン 重 量 及 び 進 行 抵 抗 に よ り 、 進 行 抵 抗 を 受 け る 。
換 言 す れ ば 、 コ イ ン Cと 押 進 ロ ー ラ 146と の 接 触 圧 力 が 大 き く な る 。
し か し 、 ロ ー ラ 150は 回 転 自 在 で あ る の で 、 コ イ ン Cの 相 対 移 動 に 伴 っ て 回 転 す る 。
換 言 す れ ば 、 ロ ー ラ 150は コ イ ン Cと 擦 れ 合 わ な い の で 、 実 質 的 に 摩 耗 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
コ イ ン Cが 第 ２ 押 進 部 174に よ っ て 押 さ れ る こ と に よ り 、 コ イ ン Cの 直 径 部 が ガ イ ド ロ ー ラ 1
24と 規 制 ロ ー ラ 126と の 間 を 通 過 す る の で 、 規 制 ロ ー ラ 126は ス プ リ ン グ 力 に よ り ガ イ ド ロ
ー ラ 124に 近 づ き 、 所 定 の 位 置 で 停 止 さ れ る 。
こ れ に よ り 、 ガ イ ド ロ ー ラ 124と 規 制 ロ ー ラ 126と の 間 を 通 過 し た コ イ ン Cは 、 回 転 デ ィ ス
ク 116側 へ 戻 る こ と が 出 来 ず 、 コ イ ン 案 内 装 置 108に よ っ て 案 内 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
次 に 、 実 施 例 ２ を 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。
本 実 施 例 は 、 実 施 例 １ の 第 ２ 押 進 部 174を 配 置 せ ず 、 押 進 ロ ー ラ 146の み を 配 置 し た 例 で あ
る 。
こ の 場 合 、 押 進 ロ ー ラ 146の 直 径 を 実 施 例 １ よ り も 大 径 化 で き 、 耐 久 性 を さ ら に 向 上 で き
る 利 点 が あ る 。
す な わ ち 、 実 施 例 ２ の ロ ー ラ 180は 、 線 176、 通 孔 130及 び 回 転 デ ィ ス ク 116の 外 周 縁 に 大 凡
接 す る 直 径 に 設 定 す る こ と に よ り 、 大 径 化 さ れ る 。
ロ ー ラ 180の 支 持 構 造 及 び 材 質 は 、 実 施 例 １ と 同 様 で あ る が 、 大 径 化 に よ り 、 ボ ー ル ベ ア
リ ン グ 又 は ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
案 内 装 置 108を 有 し な い コ イ ン ホ ッ パ は 、 通 常 、 ス プ リ ン グ に よ り 付 勢 さ れ る 規 制 ロ ー ラ 1
26を 使 用 し て い る の で 、 本 発 明 は 案 内 装 置 108と 組 み 合 わ さ れ な い コ イ ン ホ ッ パ に 使 用 し
て も 押 進 部 の 摩 耗 を 防 止 で き る 効 果 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 の 回 転 デ ィ ス ク を 装 着 し た コ イ ン ホ ッ パ の 分 解 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 例 １ の 回 転 デ ィ ス ク を 装 着 し た (保 留 ボ ウ ル を 取 り 除 い た )コ
イ ン ホ ッ パ の 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 実 施 例 １ の 回 転 デ ィ ス ク の 裏 面 図 、 斜 視 図 及 び 裏 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ２ に お け る Ａ ― Ａ 線 断 面 図 及 び 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 実 施 例 ２ の 回 転 デ ィ ス ク の 裏 面 図 、 斜 視 図 及 び 裏 面 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
Cコ イ ン
104保 留 ボ ウ ル
116回 転 デ ィ ス ク
130コ イ ン 通 孔
136押 進 部
146押 進 ロ ー ラ
150ロ ー ラ
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